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これまでさまざまなプログラミング言

語が開発されてきました。その中で

Visual Basicは開発現場で飛躍的に

普及し、大活躍しています。とくに、

標準的なユーザーインターフェイスを

備えた一般的なWindowsアプリケー

ション開発の分野では、これまで

Visual Basicが最も多く使われ、利

用できるコンポーネントの種類も最も

豊富でした。そんな状況の中に.NET

が現われて、従来のVisual Basicと

はさまざまな面で異なるVisual Basic

.NET（以下VB.NET）がプログラミ

ングシーンに投入され、同時にC#と

いう新しい言語が生まれました。

Visual C#.NET(以下 C♯）は VB

.NETより優れているといわれること

もあるようですが、ホントのところは

どうなのでしょうか。Visual Basicプ

ログラマにとっては気になるところで

す。また、VB.NETとC#のどちらか

を選択するべきなのか、もしそうなら

どちらの言語を選ぶべきなのか、ある

いは両方を使えるようにならないとい

けないのか、はたまた、いちばんラクし

て成果を上げるにはどうしたらよいの

か、などなど、VB.NETとC#にまつ

わる疑問／難問／珍問はいろいろあり

ます。そこで、今回から数回にわたって

VB.NETとC#、そして.NET Frame

workの関連について調べてみること

にします。

はじめに

人数だけでいえば、わが社（ポチ・

カンパニー［注1］）は零細企業未満の微細

企業です。ところが、企画や技術とい

う面では、大企業に負けないどころか、

少人数だからこそ可能な小回りのきく

動きやすさや自由奔放さを活かして、

先輩社員たちはみな個性的ですばらし

い仕事をしています。そして、先輩社

員たちは全員ささやかながら自分自身

言語の違いを学ぶ
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の研究テーマをもっています。入社し

たときに、任された仕事をこなすだけ

でなく、自分の研究テーマをもつよう

にぼくも勧められていました。

学生時代からぼくがいちばん興味を

もっていたことは、プログラミング言

語でした。現代のプログラミングの世

界にはさまざまなプログラミング言語

があります。個人的には興味深い言語

やそうでないものもありますが、いず

れにしても、それぞれに長所や短所が

あるようです。そして、ポチさんによ

ると、いろいろなプログラミング言語

を使ってみると、それだけでも楽しい

うえに、なんと、自分で自分のプログ

ラミング言語を作ることもできるそう

です。なんとすばらしいことではない

でしょうか？

夢は独自のプログラミング言語！

そう、夢は、もちろんボクのプログ

ラミング言語を作ることです。実際に

独自のプログラミング言語を作ること

ができたら、どんなにすばらしいこと

でしょう。

もっとも、単純なプログラミング言

語を作るだけなら、それほど難しいこ

とではありません。ボクも学生時代に

きわめて単純なプログラミング言語ら

しきものとそのコンパイラを作ったこ

とがあります。しかし、単に実験や研

究用としてではなく、実際に使われて

普及するような言語を作るとなると、

話は別です。なにしろ、プログラミン

グ言語はたくさんありますから、現に

広く使われているほかのプログラミン

グ言語よりどこかが優れているか、新

しく役立つ何かがなければ、新しい言

語を開発する意味はないでしょう。

つまり、既存の言語を知らなければ

新しい言語は作れないというワケです。

ですから、なにはともあれ、現在の主

要なプログラミング言語についていろ

いろ調べてみる必要があります。

主要なプログラミング言語につい

て調べてみると……

そんなわけで、独自のプログラミン

グ言語を作ることは将来の夢としてと

っておくことにします。そして、今は

何はともあれまず現在の主要なプログ

ラミング言語について調べてみたい！

と考えていたときに、.NET Framework

が現われました。そして、VB.NETを使

ってみると、VB.NETをマスターするた

めには.NET Frameworkを知らなけれ

ばならないことと、C#でも.NET Frame

workがVB.NETで使われているのと同

様に使われているらしいということが

わかってきました。しかし、VB.NETと

C#は同じプログラミング言語ではあり

ません。

そこで、実際にVB.NETとC#で違う

ところや同じところ、それぞれの言語

と.NET Frameworkとの関連、今後、

VB.NETとC#のどちらかを選択すると

したらどのような理由でどちらを選択

するべきなのか、などということにつ

いて、今回から数回にわたって調べて

みることにしました。

VB.NETとC#
と.NET

VB.NETとC#、そしてどちらのプロ

グラミングにも共通して使われている

.NET Frameworkとは、いったい何な

のでしょうか？

.NET Frameworkの役割

VB.NETとC#はプログラミング言語

です。ただし、VB.NETはVisual Basic

6.0（以下VB6.0）との互換性も一部考

慮されているのに対して、C#は新しく

作られたプログラミング言語です。し

かし、いずれも.NETという一種の環境

を使い、実質的にはWindowsというプ

ラットフォームで実行されるプログラ

ムのためのプログラミング言語である

ことに変わりはありません［注2］。

そして、VB.NETとC#は、どちらも

.NET FrameworkのライブラリとCLR

（Common Language Runtime：共通言

語ランタイム）を使っているという点

も共通しています。

VB.NETとC♯の特徴

VB.NETをほかの主要なプログラミ

ング言語と比較してみてとくに特徴的

であると感じることは、VB6.0時代に

言語に組み込まれていたステートメン

トと関数がいくつか残っているという

ことです（ほかの言語では普通はライ

ブラリに実装されている機能がVB6.0

には言語に組み込まれていました）。

たとえば、VB.NETには、Midステー

トメントやError、On Error、Resume

などのステートメント、および、File

Open関数やPrint、Shell、SPC、Space

などの関数のようなVB6.0時代のステ

「けん太、Visual Basic.NETとC#について考える」の巻
－その1－

注2）プログラミング言語としてのC#はWindows
のような特定のOS向けに設計されたのではなく、
マシンやプラットフォームに依存しない、標準と
して利用が意図されている言語です。しかし、現
状では主にWindowsで使われています。




